
 福井藩士長谷部甚平（恕連）は、天保４年（１８ 

３３）に家督２００石を相続、大御番組。 

 同藩士由利公正（三岡八郎）は、嘉永６年（１８ 

５３）に家督１００石を相続、大御番組。 

 その後、長谷部甚平は御目付役、御奉行役を歴任 

し、嘉永６年には御趣法造り白焔掛り、大砲御製造

掛りと軍制整備にも従事。そして、安政５年（１８

５８）の藩主交代（春嶽→茂昭）後も、制産方掛り

頭取同様、寺社町奉行（財務方にも発言権）として

殖産興業を推進しました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■9 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 
  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

  は休館日です   

▲道路の花壇づくり 

  昭和52年9月3日      79164 

ミニ展示 

 ゆるっトーク「天然痘ワクチンとふくいの種痘の 

話」（９／６（日））に関連する資料を展示します。 

会 期｜開催中（終期は未定） 

松平文庫テーマ展№２９ 

 講演会に関連する資料を展示します。 

会 期｜９／１０（木）～９／２１（水） 

常設展示「銀の扉を開けたなら 

     －文書館の“うら”側－」 

会 期｜開催中（終期は未定） 

※会場は文書館閲覧室 

講演会「“春嶽政権”と家臣たち 

    ～長谷部甚平と由利公正を中心に～」 

日 時｜９／１３（日）１４：００～１５：３０ 

講 師｜地域史研究者 本川幹男氏 

定 員｜５０名（要申込、先着順）満席になりました 

    📡YouTube でライブ動画も配信します 

ゆるっトーク「語り継がれた越前の「烈女」」 

日 時｜１０／２５（日）１６：００～１７：００ 

講 師｜主任 宇佐美雅樹 

定 員｜４０名（要申込、先着順） 

※会場は県立図書館多目的ホール 

▲馬術練習 

  昭和44年9月29日      64144あ 

■文書館■ 〒918-8113 福井市下馬町 51-11 

 電 話：0776-33-8890 

 フ ァ ク ス：0776-33-8891 

 メ ー ル：bunshokan@pref.fukui.lg.jp 

 開 館 時 間：午前 9 時～午後 5 時 

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください■ 

「文書館ふくい」の資料の画像はすべて 

デジタルアーカイブ福井で閲覧すること 

ができます。資料情報（資料の番号など）を 

入力して検索してみてください！ 

新型コロナウイルス感染症対策として、閲覧室では 

  座席数の制限、室内の  換気をしています。

また  他の方と十分な間隔を保ち、  長時間の

ご利用はお控えください。 

■ちょっと昔の９月風景■ 

ウェブサイト Facebook  Twitter  YouTube  コラム 
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■ ご存じですか？長谷部甚平 ■■    ご存じ！由利公正   ■ 

文 書 館 ふ く い 

№１２５ 令和２年 ９月発行 福井県文書館 

 由利公正はその後、江戸で炮術調練を修行。帰藩 

後は大小銃并弾薬御製造掛り、御製造方頭取、兵科

懸り、兵科御調御用懸りを歴任し、軍制改革を推進

しました。藩主交代後は、熊本藩士横井小楠の帰熊

に同道して九州へ。帰福後は御奉行役見習となり、

さらに文久元年（１８６１）には郡方への発言権を

付与されて翌文久２年には御奉行本役に。 

 身分や立場は違えど、軍制や殖産興業という同じ 

分野で、共通の課題を前に事に当たった長谷部甚平

と由利公正。そんな二人の役割とは・・・詳しくは

講演会で！（📡YouTube でライブ動画を配信します） 

（左）『濃飛両国通史』下巻（岐阜県教育委員会、1924年） （右）『由利公正伝』（光融館、19164年） ※国立国会図書館デジタルコレクションより 

■講 座・講演会■          ■展 示■ 
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